
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

津久見市家庭教育支援チーム 

 （呼称：オーリンズ津久見） 

  

 

②活動拠点 津久見市 家庭倫理の会 会事務所内 

③活動範囲 津久見市内 

④組織体制 

 

   7 人 

・子育て委員 1 名、サポーター3 名、生活倫理相談士 3 名 

※子育て委員とサポーターは企画運営を担当し、相談士はその他手伝い 

そのほかサポーターは子守を担当。 

 

⑤活動開始年度 平成 20 年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

家庭倫理の会津久見市 戸田鈴美 

（TEL）090-8288-4179  （E-mail） 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

☐保護者等への地域の居場所づくり 

☐アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 



③活動内容 

【具体的な活動内容】 

活動拠点である津久見市内の施設で、講師をお呼びして保護者を対象と

した「子育てセミナー津久見市」を年に６回以上行っています。 

現代は、子育てに指針を持てず、不安を抱えている親が多い中、本セミナ

ーは「講話」「グループトーク」「質疑応答」「生活倫理相談」等を通して、参加

者に子育ての心構えを伝え「安心・希望・喜び」を提供し学習しています。 

特にグループトーク等では参加者同士の体験談をもとに子育ての悩みと

喜びを共有し、子育てが楽しくなるように学んでいます。 

 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

保護者からは、「自分だけのが悩んでいるのかと思っていましたが、ほかの

方や先輩の方も同じ悩みがあったんだなあと感じ、希望が持てました」や

「夫婦の関係性で子供にこんな影響がでるのかと知り、まだまだ勉強したく

なりました」等の感想が出ました。 

また、子どもの受験期の対応や子離れ親離れについても学ぶことが出来良

い結果をもたらすことができています。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

その他の支援により活動を実施 

  （家庭倫理の会津久見市・倫理研究所） 

 


